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１．調査の概要
1.1　はじめに
　過疎化の波は様々なところに影響を及ぼして
いるが、文化財や歴史的な史・資料を保存して
いくという点でも大きな問題となっている。平
成 20 年、相川下戸炭屋浜町にある浄土真宗の
称念寺は、檀家が 13軒 (1 軒は不在状態で実質
12軒という ) しかなくなり、本堂の修理も困難
な状況の上、住職の後継者もおらず、檀家一同
の話し合いで、廃寺解散の道を選ぶこととなっ
た。寺を管理してきたのは、先祖代々この寺
の住職を務めてきた岡部家の娘の池田和子さん
で、池田さんは以前、相川町史編纂室に勤務さ
れたこともあって、同町史の編纂業務を統括さ
れていた三浦啓作さんを通じて当研究所に称念
寺の資料等の調査依頼があった。
　このように檀家数の減少や住職の後継困難で
長く続いてきた寺院が廃絶するのは、佐渡の現
状を考えれば、今後増えていくのは明らかとい
えよう。こうしたことを踏まえ、今回の史料調
査から見えた、称念寺が伝える歴史の一端を述
べてみたい。
1.2　史料から見た称念寺
　称念寺は、宝暦期 (1751 ～ 63) の成立とさ
れる『佐渡国寺社境内案内帳』（以下『寺社帳』
とす）によれば京都東本願末でこの当時には相
川紙屋町にあり、寛永 8(1631) 年、山之内 ( 相
川金銀山の内 ) 左沢に開基され延宝期 (1673 ～
80) に上相川に移転、正徳 3(1713) 年、大間町
願龍寺の元境内地であった紙屋町に再移転した
とある。同時期に成立した『佐渡相川志』（以下
『相川志』とす）には当寺は元五十里炭屋町称念
寺の隠居所として寛永 2(1625) 年山之内左沢に
開基となっている。( 紙屋町移転の内容は同じ )
下って昭和 2(1927) 年刊の『相川町誌』では清
治山称念寺と山号があり、開基は寛永 8年、最
初五十里称念寺の隠居所として左沢に建てられ
たが、岡部栄運という人が譲り受け、旧寺山号
も相続し、紙屋町に移転、明治元 (1868) 年一
旦廃寺となるも同 10 年復興許可と共に下戸炭
屋浜町に転じたとある。
　さて称念寺に伝来する古文書史料は、相川町
史編纂室により整理され、一点ごとに資料袋に
入れられ、簡単な目録も付されていた。ただ目
録は内容まで踏み込んでいないため、所蔵者の
要望もあり、内容がわかる目録に作り直すこと
にした。
　史料点数は 115 点、ほかに「内過去帳」と題
する江戸期に書き始められ明治 31(1898) 年ま
で記入されている古い過去帳、それを写し明治
32年以後昭和 10(1935) 年まで書き継いだ過去
帳、さらに昭和 11 年から現在までを記す新し
い過去帳の３冊と、明治中期の「檀中戸籍帳簿」
（下書き）が寺務用に別置きされ、さらに岡部家
文書として 15点がまとめられていた。
　この岡部家文書 15 点は明治維新のおり廃
写真１　称念寺
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寺となった称念寺を復興し中興とされ、明治
34(1901) 年７８歳で入寂した岡部啓運住職が
記した文書がほとんどで、啓運師が幕末に寄進
を集めて一切経を買い、それを納める経蔵建立
する寄進帳類が 6冊、現在の下戸炭屋浜町に本
堂再建し、入仏供養をした際の大工勤怠簿や費
用捻出のために島内巡回した日記帳 ( 明治 17
～ 19 年 )、寺用での旅日記類が合わせて６冊等
で、岡部家文書として区別するより称念寺文書
として一括保存したほうが良いと思われる。
　このほか本堂内には親鸞聖人・蓮如上人・
聖徳太子・七高祖の軸装絵像が掲げられてお
り、取り外しが困難で裏書は確認できなかった
が、箱書きのとおり何れも明治初年のものと考
えられる。本体の称念寺文書１１５点は、寛永
4(1627) 年から明治 28(1895) 年まで、およそ
270 年にわたり江戸期と明治期のもの、ほぼ半
数ずつであった。
　最古の寛永 4年の史料は、かゝ ( 加賀 ) 庄太
夫後家が間口 5間 1 尺 ( 約 9㍍ ) の屋敷を、極
印銀 930 目で順光寺御坊に売り渡した証文で
（写真２）、次いで古い寛文 4(1664) 年の史料は
紙屋町の佐渡清助が間口 5間半の屋敷を、極印
銀 75匁で大工町の三九郎に売った証文である。
寛永 4年の屋敷は境書きに裏が炭屋町とあり、
紙屋町の土地であることが推測される。寛文の
ものは売り主の五人組に順光寺の名があり、こ
の二つの証文は紙屋町と順光寺にかかわる文書
であることがわかる。
　順光寺は江戸時代も早い時期に大間町の願龍
寺に統合され廃寺となったという真宗寺院で、
『寺社帳』の願龍寺の項に「（願龍寺は開基良典、
慶長 7年に田中村に建立 ) 別に相川弥十郎町に
順光寺と云一寺あり、寛永十酉年願龍寺を弥十
郎町に遷す。両寺一寺として願龍寺相続とも云。
其の後、紙屋町に遷す。元禄年中当時の地に遷
す」とあり、『相川志』願龍寺の項に「（願龍寺
は慶長 7年、開基明専、鶴子に建立。其後相川
弥十郎町へ移す）寛永二丑年七月紙屋町に順光
寺とて了安開基の一宇あり。正保年中に両寺一
寺となして紙屋町に在り。宝永二年に今の地へ
移る。（中略）紙屋町の古境内には今称念寺を建
立せり」とある。
　年号・地名・寺名など入り乱れ、分かりにく
いが、今回の称念寺文書を元に考えれば、おそ
らく弥十郎町にあった順光寺は、寛永 4年に
紙屋町の屋敷地を買って移転、少なくとも寛文
4(1664) 年までは紙屋町に存続していたわけで、
寛永 10(1633) 年や正保年中 (1644 ～ 47) に願
龍寺に統合・廃寺していないことになる。
写真２　称念寺最古（寛永４年）の文書
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　ところで享保 12(1727) 年に紙屋町の佐渡政
之助が極印銀800目で紙屋町東側の表10間半・
後へ 13間の屋敷地を称念寺 ( 地名なし ) へ売渡
証文も残っており、紙屋町に称念寺が建った経
緯は複雑である。くわえて享保4(1719)年 5月、
五十里炭屋町・称念寺は、相川山之内称念寺の
寺号・木仏及び免状・本尊一幅・名号二幅・什
物を礼銀 3貫 100 目を受取り了恵という僧へ譲
り渡し（写真３）、さらに同月相川山之内称念寺
の清治の檀家 5人、青盤 2人、新間歩・上相川・
新五郎町・西五十里各 1人の合わせて 11 人の
檀家を同じく了恵へ譲渡するとの証文が残って
いた。
　こう見てくると『相川志』にあるように相川
山之内称念寺は五十里炭屋町の称念寺の隠居寺
として建立されていたものが、了恵という僧に
より独立した寺となり、紙屋町に移転したと考
えられる。「清治山」という山号は、元々建って
いた場所か相川金銀山にある清治間歩開発に関
係した人々によって、この寺が創立されたこと
を示すのであろう。
　その後、宝暦 7(1757) 年、紙屋町称念寺は檀
家も少なく近ごろは相川中困窮で寺が続けられ
ないので、貝塚村 ( 旧金井町 ) に開山堂という
境内 4畝 18 歩の所があり、村方も堂の修復再
興になると賛成しているから移転したいと、相
川役所へ願い出ている。この危機をどう回避し
たか史料の上では読みとれないが、明治維新を
迎えると、今度は奥平謙輔の厳しい廃寺政策が
待っていた。この廃寺令によって称念寺は佐
渡の多くの寺院同様、廃寺処分を受け、最初は
羽田町広永寺に次いで大間町願龍寺に纏められ
た。しかし檀家や啓運住職の努力により明治
10(1877) 年復興が許可され、同 15年には現在
地の下戸炭屋浜町へ移転、本堂が建立された。
その転地願を書いておく。
　　　転地願
　　　　　　　相川紙屋町称念寺住職
　　　　　　　　　　　　　　岡部啓運
　拙寺義、開基実栄、慶長九年六月、相川銀山
　町ニ一宇創立仕、第六世栄運、正徳三年当地ニ
　移転仕、その後、同地ニ住居仕候処、今般、右
　相川内二丁目町より下戸炭屋浜町まで十六ヶ町
　内ニ真宗寺院一ヶ寺も無御座候ニ付、真宗帰依
　之者、参詣聞法、甚だ不都合ニ候間、下戸町幅
　野長蔵・同炭屋町松島庄次郎その外称念寺帰依
　之者、下戸炭屋浜町三十三番地・百八十二坪、
　境内敷地寄附致し候間、右地へ転地致し、本堂
　等再建仕候得ば布教ニ都合宜敷義と奉存候間、
　此段、御差し支え無御座候ハゝ御聞届被成下候
　様、本山添願法類檀中信徒総代連署ヲ以奉願上
写真 3　相川山之内称念寺を譲る証文（享保４年）
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　候也
　　明治十五年十月六日
　　　　　　  雑太郡相川紙屋町八番地
　　　　　　　　称念寺住職　岡部啓運　㊞
　　　　　　　　檀中総代
　　　　　　　　同郡同所下戸炭屋町
　　　　　　　　　　　　　　川辺留次郎　㊞
　　　　　　　　同郡同所下戸炭屋浜町
　　　　　　　　　　　　　　小林愛蔵　㊞
　　　　　　　　信徒総代
　　　　　　　　同郡同所大間町
　　　　　　　　　　　　　　村川治平　㊞
　　　　　　　　同郡同所下戸炭屋町
　　　　　　　　　　　　　　松島庄次郎　㊞
　　　　　　　　同郡同所下戸町
　　　　　　　　　　　　　　幅野長蔵　㊞
　　　　　　　　法中総代
　　　　　　　　　　　　　　願龍寺　㊞
　　　　　　　　　　　　　　広永寺　㊞
　新潟県令永山盛輝殿
　( 同月 21日付けで許可の朱書きあり )
　こうして称念寺は新しい信徒を得て、下戸炭
屋浜町に移転し現在に至ったのであった。
２　調査の結果
　称念寺の史料から、近世初期に相川金銀山の
開発に伴って多くの人が集まって成立した寺院
は、金銀山の衰亡によって人が離散すると、維
持存続に困難をきたし、合併・廃寺を繰り返し
現在に続いてきたことがわかる。
稿を終えるにあたり、今回の調査で享和元
(1801) 年、奉行所へ提出した書上げの中に蓮如
上人真筆の六字名号 2幅がのっており、その存
在は知られておらず、探したところ本堂脇の木
櫃の中から発見することができた（写真４）。親
鸞聖人の絵像も共にあり、裏書もなく、かなり
痛んだ状態ではあるが、おそらく先に述べた享
保４年の五十里炭屋町・称念寺が書いた譲り状
に載る相川山之内称名寺のものと推察される。
写真４　発見した蓮如上人真筆の六字名号　
この 3幅は古文書と共に池田家で保存されるこ
ととし、本尊をはじめとする絵像や什物は中越
地震で被害を受けた山古志などの越後の同宗門
の寺院へ譲られ次代へ受け継がれることになっ
た。
　このように記録が残り保存策が取られる場合
は良いが、人知れず滅失する史料は多い。あら
ためて歴史史料を保存し多くの人が研究等に利
用できる文書館的施設の必要性を痛感した
